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論文審　査　の　結果　の　要　旨
バングラデシュの利用可能な地表水量には限界がある．地下水は濯概水や飲料水め主要源であ
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る．しかし，バングラデシュの約85％の地下水がヒ素に汚染されており，近年，環境圏のヒ素汚
染による国民の健康問題が深刻さを増している．
そこで本論文では，ヒ素汚染の現状を調査すると共に，土壌，地下水および作物体中に含まれ
るヒ素量を測定し，食物連鎖におけるヒ素収支などを明らかにしている．
まず最初に，本論文は，ヒ素汚染の現状を認識するために様々な知見を概説した．近年のイギ
リスの地質調査グループの報告では，調査対象とした64地区のうち61地区でヒ素汚染が確認さ
れている．また，Ｊａｄａｖｐｕｒ大学とＤｈａｋａ公立病院の調査では，47地区でのヒ素汚染が確認され
た．その結果，2500万人以上の人が，飲料水を介してヒ素中毒による黒色素沈着症や皮膚癌に患
っており，かつ，多くの人々が亡くなっている．ヒ素を含んだ水の摂取をやめる他に慢性ヒ素症
の特効薬はない．この状況を打開する為には，これらに関して問題意識を持ち，集水域を管理す
ることが必要である．
次に，筆者は，蛍光Ⅹ線分析器を用いて，バングラデシュの汚染地域における土壌，・地下水お
よび各種作物体中に含まれるヒ素量を測定し，食物連鎖におけるヒ素汚染の相互関係を明らかに
せんとした．土壌中のヒ素量は，調査地域やイネの成長期によって明らかに異なっていた．ヒ素
集積量は，雨期（7－11月）よりも濯概期（12・6月）に多く，7．37～10．97ｍｇｋｇ－1であった．ヒ素は，濯
概期のＣｈａｐａｉｎａｗａｂｇｏｎｊ地区Ｃｈａｐａｉｎａｗａｂｇｏｎｊ中央において最も集積しており，次いで，・同時
期のＪｅｓｓｏｒｅ地区Ｍｏｎｉｒａｍｐｕ千ｕＰａＺｉｌｌａにおいて集積していた・
また，地下水中のヒ素濃度も地域によって大きく異なっていた．8地点中6地点の井戸水は安
全基準値（0．05ｍｇＬ・1）より高く，中でも，Ｃｈａｐａｉｎａｗａｂｇｏｎｊの2地点の井戸水めヒ素濃度はＯＡ6，
0．48ｍｇＬｌと’高く，ヒ素汚染は深刻である．
米粒中のヒ素量は稲ワラ中のヒ素量よりも少なかった．家畜飼料としてワラが使用されている
地域では，ヒ素に汚染された稲ワラが増加していた．
葉菜のアマランスは｛，果実のトマトやナスよりも多量のヒ素が集積していた．そのことからヒ
素の汚染地域では，葉菜の摂取による健康問題が非常に増加している．
バングラデシュ政府は食物の自給率確保のために，多量の濯漉水が必要な高生産性のコメ品種
を推奨し七いる．地下水の濯概利用がここ数十年で急激に増加し，約80％の揚水地下水が農業利
用されている．しかし，バングラデシュの多くの地域では地下水が多量のヒ素によって汚染され
ており，濯概利用することｌ；よって，コメや稲にヒ素が蓄積されている危険性がある．そこで，
ヒ素濃度の異なる潅漑水（0，2．5，5，10，15および20ｍｇＬ．ｌ）を用いて2種類の稲を栽培し，潅
漑水が，土壌や稲の生長および収量に及ぼす影響を調査した．その結果，水田土壌中のヒ素濃度
は，分けつ期，出穂期および登熟期でそれぞれ0～0．2，0（ｒＯ．95および0～0．27ｍｇｋｇ－1であっ．た・・
米粒は土壌や水を通してヒ素を蓄積しており，ＢＲＲＩｄｂａｎ・28とＩｒａｔｏｍ・24の米粒中のヒ素濃度
は乾物重当りそれぞれ0～0．07と0～0．14ｍｇｋｇ・1で，品種によってヒ素蓄積量が大きく異な一って
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いた．また，ヒ素投与量の増加とともにイネの生長と収量は明らかに減少したが，粒重は変化が
なかった．ヒ素施与量にネってポットあたりの出穂数，有効出穂数および収量が異なり，多量の
ヒ素投与（20皿ｇ1‾1）によってそれぞれ大きく減少した．品種に関係なく，20皿ｇＩ．‾1ヒ素施与区では
稲ワラの収量が大きく減少し，Ｉｒａｔｏｍ・24およびＢＲＲＩｄｈａｎ・28の稲ワラの収量は，対照区と比
較してそれぞれ60％および40％の減少が認められた．
本研究ではさらに，バングラデシュの家庭レベルにおいて適した地下水中のヒ素除去法として
3．方法を取り挙げ，比較検討した．ＡＡＮ・Ｆｉｌｔｅｒ法とＮＩＦＳＦ法では95％までヒ素を除去したのに
対して，三段土壌暦法では98％までヒ素を除去した．全ての要因を考慮すると，三段土壌暦法が
最良な方法であることがわかった．
本論文の特徴は，バングラデシュの重要課題の一つであるヒ素汚染を食物や飲料水の観点から検
討し、その結果，環境圏は明らかにヒ素に汚染されており，かつ，多くの植物体は，安全基準よ
り高いヒ素量を含んでいること，かつ，ヒ素濃度の異なる潅漑水を使用した稲作栽培などを行い，
水，土，植物体間のヒ素収支を行明らかにした点にある。以上のことから，本論文は学位論文と
して十分な価値を有すると判定する．
265
